
まえがき＝近年の自動車の低燃費化や居住性および歩行
者保護の観点より，懸架ばねの小型軽量化を目的として
ばねの高応力化指向が強い。高応力化に対しては耐へた
り性および耐久性の観点から，ばね素材の強度を上げる
必要がある。しかし近年の寒冷地における融雪剤撒布量
の増大も考慮すれば，単にばね素材の強度を上げるだけ
では水素脆化や腐食疲労などの環境脆化感受性が著しく
増大し，信頼性が悪化する懸念がある。当社は，早くか
ら高強度と優れた耐環境脆化特性（主に腐食疲労特性）
を兼備したばね設計応力の最大せん断応力（τmax）が





深さを測定し，最大深さの上位 3点から平均した。






